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隣席との仕切り 大型ディスプレイ
の案内表示

車いすカウンター

ハイカウンター

外国語併記
の案内板

車いす対応にも
配慮した記載台

案内しやすい
職員動線の確保

隣席との仕切りやブ
スを設置し，来庁
のプライバシーを

確保 します。

ー
者

事業スケジュール (予定 )

免震構造
重要度係数1.5以上

庁舎棟

福祉棟

１階床下の
基礎免震

免震
エキスパンション
ジョイント

床構造ユニット化

柱・梁 鉄骨造

柱・梁 鉄骨造

耐震構造
重要度係数1.5以上

諸室や家具のフレキシビリティに配慮し、
ロングスパン化した純ラーメン架構　　　

空間を包み込む
軽やかな屋根架構

高効率熱源

斜め外壁庇

大庇

非常用発電機 太陽光発電

全館 LED照明

床吹出居住域空調

高断熱ガラス

洗浄水に
井水・雨水を利用。

自然通風
夜間通風

自然通風
夜間通風

井水利用
災害用汚水槽

災害用汚水槽

雨水貯留槽

放射冷暖房
輻射冷暖房

地下オイルタンク

自然採光

トイレ節水器具太陽熱利用

水路の熱利用

大会議室

展望回廊
執務室

執務室

執務室

執務室

執務室

健康福祉センター

議場へのブリッジ
福祉センター 窓口

窓口

窓口

基礎免震構造の採用

通信 サーバー
通信機器

油

受変電設備

空調熱源

上水受水槽

厨房器具

汚水貯留槽

雑用水受水槽

発電機 UPS

地下ピット
非常用利用

実線：通常時

オプション

異ルート化多重化

二重化検討 PC
照明
コンセント

冷暖房

飲料水
ペットボトル備蓄

浄水器

マンホールトイレ

蓄電池

トイレ

調理実習
炊き出し

電力

電力

都市ガス

都市ガス

太陽光発電
クール
ピット

上水

雨水

点線：災害時バックアップ

井戸

LPG

インフラバックアップのイメージ

03 最大7日間の自立的機能を維持

直射光をカット
優しい拡散光のみ導入

斜め外壁 自然採光による
照度補正

天井落下を防止
執務室の無天井化

床吹出空調
( 人がいる部分のみを空調 )

高断熱サッシ

自然通スリット
優しく
涼風を導入

夜間通風スリット
夜間の涼風導入で
冷蓄熱（自動開閉） 直接+間接配光で

明るさ感ＵＰ

防府型ファサードデザインの概要

04 防府型ファサードデザインと窓廻り

メイン玄関は建物中央へ
分散する駐車場から等距
離でスムースにアクセスで
きる場所にメインエントラ
ンスホールと車寄を配置。

１，２階のダブルアクセス
２階に屋外テラスを設け、
高低差のある敷地におい
て複合化した各施設への
アクセスがスムースな各
棟の出入口配置。
災害時にも庁舎棟、福祉棟
の連絡連携を密にする。

通り抜け街路の整備
ふらりと立ち寄りたくなる
構内街路。緑のプロムナー
ドや桑山公園へと繋がる
街路散策ルートを整備。

展望回廊は街の灯台
９階の展望回廊は街を
360°で眺望。夜にはライト
アップ。花火大会の観覧や
防府夜景観賞会も開催。
災害時は監視搭の役割。 構造フレーム図

市民を優しく迎える窓口機能

防府天満宮

防府駅

議会棟
(継続利用 )

立体駐車場

福祉棟

市庁舎

防府駅周辺ゾーンと呼応する新しい都市景観を先導します 省エネ・防災対応装備メニュー

年度
基本設計 実施設計

大臣認定・計画通知等

建設工事準備・解体工事

解体・外構工事

移転

2019 2020 2021 2022 2023 2024

設計

申請

建設工事

解体・外構
工事

移転

「まちづくり」「施設連携」「継続性」を念頭に強固な防災拠点庁舎を提案します。

防府市新庁舎提案概要 令和元年 10 月

久米・巽設計・和　共同企業体

イメージパース 防府の涼風・陽光・水路を活かした防府サステナブルデザイン

01 街区全体をスムースに繋ぐ配置計画 02 免震＋鉄骨造で堅牢な架構を実現 05 誰もが使いやすいユニバーサルデザインの徹底


